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り
の
図
書
費
が
23
区
中
最
下
位
と

な
る
中
、
図
書
館
の
存
在
危
機
と

受
け
止
め
、
増
額
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
②
学
校
図
書
館
で
は
、
03

年
度
か
ら
、
12
学
級
以
上
の
学
校

に
、
教
科
と
兼
務
の
司
書
教
諭
が

配
置
さ
れ
る
。
今
後
と
も
、
区
独

自
の
図
書
館
指
導
員
制
度
は
継
続

す
べ
き
と
思
う
が
決
意
は
。

答

①
新
し
い
情
報
へ
の
出
会

い
も
図
書
館
機
能
と
し
て
重
要
だ

が
、
収
集
・
整
理
な
ど
書
店
に
は

な
い
保
存
機
能
の
確
保
に
努
め
、

要
望
に
応
え
た
い
。
②
財
政
状
況

が
許
す
限
り
継
続
し
た
い
。

子
ど
も
の
読
書
活
動

斉
藤（
高
）議
員

昨
年
12
月
に

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
法
が
成

立
し
、
4
月
23
日
が
「
子
ど
も
の

読
書
の
日
」
と
な
っ
た
。
ス
ペ
イ

ン
の
カ
タ
ロ
ニ
ア
地
方
で
は
こ
の

日
に
男
女
が
本
と
赤
い
バ
ラ
を
贈

り
あ
う
風
習
が
あ
る
と
聞
く
。
子

ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

答

「
子
ど
も
の
読
書
の
日
」

の
意
義
を
ふ
ま
え
、
学
校
図
書
館

指
導
員
を
中
心
と
し
た
読
書
活
動

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育

若
林
議
員

改
訂
さ
れ
た
新
た

な
学
習
指
導
要
領
の
ね
ら
い
を
踏

ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
の

め
ざ
す
方
向
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
教
育
は
家
庭
が
原
点
だ
と

思
う
が
、
家
庭
教
育
は
、
ど
う
あ

る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
。

答

児
童
や
生
徒
に
と
っ
て
、

知
識
偏
重
の
詰
め
込
み
型
の
窮
屈

な
学
校
で
は
な
く
、
潤
い
と
ゆ
と

り
の
あ
る
学
校
を
め
ざ
す
。
そ
の

た
め
、
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
や

教
材
開
発
な
ど
に
努
め
、
授
業
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。
家
庭
教
育
は

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

る
原
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
家
庭

が
す
べ
て
で
は
な
く
、
家
庭
と
学

校
、
地
域
が
連
携
し
補
完
し
合
い

な
が
ら
、
子
ど
も
を
健
全
に
育
成

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

教
養
教
育

吉
原
議
員

こ
の
ほ
ど
の
中
央

教
育
審
議
会
の
文
部
科
学
大
臣
へ

の
答
申
の
中
に
、
新
し
い
時
代
の

教
養
教
育
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

教
育
の
原
点
は
家
庭
教
育
に
あ
り
、

日
本
の
伝
統
・
文
化
・
歴
史
へ
の

理
解
な
ど
の
幅
広
い
素
養
が
必
要

な
こ
と
、
ま
た
新
た
な
時
代
に
求

め
ら
れ
る
教
養
の
要
素
な
ど
、
そ

の
内
容
は
、
本
来
誰
も
が
も
っ
て

い
て
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
う
。

答
申
に
対
す
る
教
育
長
の
見
解
は
。

答

自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲

が
薄
れ
て
い
る
時
代
の
中
で
、自
ら

の
立
脚
点
を
も
ち
、目
標
を
定
め
て

学
習
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、そ

の
意
味
に
お
い
て
教
養
教
育
の
必

要
性
に
共
感
で
き
る
。
学
校
だ
け

で
な
く
家
庭
、地
域
社
会
全
体
の
中

で
、教
養
教
育
を
高
め
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

区
政
一
般

区
民
参
加

し
の
議
員

民
主
主
義
や
人
権

に
は
、「
私
利
私
欲
」
に
対
し
て

「
公
共
の
福
祉
」
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
と
い
う
視
点
が
欠
落
し
て
は

な
ら
な
い
。
行
財
政
5
か
年
計
画

を
成
功
さ
せ
る
う
え
で
も
、
広
く

区
全
体
に
思
い
を
い
た
す
「
区
民

参
加
」
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

答

区
民
が
お
互
い
を
認
め
て

尊
重
し
、
地
域
の
課
題
を
自
ら
の

も
の
と
受
け
止
め
て
解
決
す
る
こ

と
が
民
主
主
義
の
理
念
で
あ
る
。

自
由
な
意
見
交
換
と
情
報
の
共
有

化
を
経
て
決
ま
っ
た
こ
と
は
、
尊

重
す
べ
き
も
の
だ
。
そ
の
た
め
、

区
は
参
加
や
協
働
を
進
め
て
き
た
。

区
長
の
政
治
姿
勢

岩
永
議
員

①
区
長
は
、
国
の

構
造
改
革
が
区
民
を
苦
し
め
、
痛

め
つ
け
て
い
る
と
思
わ
な
い
か
。

②
区
民
参
加
で
区
民
が
求
め
て
い

る
の
は
、
行
政
の
施
策
や
、
意
思

決
定
の
過
程
に
お
け
る
参
加
で
あ

る
。
ま
と
ま
っ
た
案
に
し
て
か
ら

意
見
を
聞
く
の
は
、
実
質
的
な
参

加
の
排
除
と
な
ら
な
い
か
。

答

①
承
知
し
て
い
る
が
、
中

野
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、

成
り
行
き
を
見
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
②
行
政
が
主
体
的
に
一
つ
の

考
え
方
を
示
し
、
そ
れ
に
対
す
る

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
と
思
う
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
整
備

平
島
議
員

8
月
に
第
一
次
サ

ー
ビ
ス
が
本
稼
動
し
、
将
来
的
に

は
情
報
量
の
拡
大
を
想
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
①
ど
こ
ま
で

の
情
報
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

②
無
駄
の
な
い
適
切
な
予
算
フ
レ

ー
ム
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答

①
国
か
ら
示
さ
れ
た
基
本

設
計
書
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
方

針
書
に
基
づ
き
、
シ
ス
テ
ム
構
築

し
て
い
る
が
、
基
本
情
報
以
外
は
、

現
在
の
法
律
は
想
定
し
て
い
な
い
。

②
区
の
サ
ー
バ
ー
と
既
存
の
住
民

基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
を
リ
ン
ク
さ

せ
る
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
、

区
民
に
コ
ー
ド
番
号
を
通
知
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
。
執

行
に
あ
た
っ
て
は
内
容
を
精
査
し

て
進
め
た
い
。

区
長
の
任
期

藤
本
議
員

日
経
新
聞
の
「
首

長
の
任
期
は
最
長
ど
の
く
ら
い
が

望
ま
し
い
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
に
区
長
は
ど
の
よ
う
に
回
答
を

し
た
の
か
。

答

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
あ
っ

た
時
期
が
、
4
期
目
に
入
っ
た
と

き
で
あ
っ
た
の
で
、
4
期
16
年
と

回
答
を
し
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

区
長
の
姿
勢

藤
本
議
員

行
財
政
5
か
年
計

画
の
提
案
に
あ
た
り
、
区
長
は
、

給
与
の
20
％
を
カ
ッ
ト
し
た
が
、

今
年
は
13
％
に
緩
和
し
た
。

中
野
区
と
同
様
に
財
政
が
厳
し

い
豊
島
区
長
は
、
給
与
の
20
％
、

期
末
手
当
の
50
％
を
3
年
継
続
し

て
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。
区
民
生
活

の
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

く
中
、
自
ら
の
給
与
カ
ッ
ト
を
緩

和
し
よ
う
と
す
る
区
長
の
姿
勢
を

問
い
た
い
。

答

対
応
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区

の
財
政
事
情
に
基
づ
い
て
判
断
を

す
る
も
の
で
あ
る
。
中
野
区
で
は
、

い
ま
行
財
政
5
か
年
計
画
の
実
施

に
よ
り
、
回
復
に
向
か
い
つ
つ
あ

る
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、
職
員

な
ど
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し

て
判
断
を
し
た
。

区
内
小
売
業
者
の
育
成

若
林
議
員

区
内
の
小
売
業
者

が
体
力
を
つ
け
、
売
り
上
げ
が
伸

び
る
こ
と
は
、
区
の
税
収
の
増
加

に
も
結
び
つ
く
。
ま
た
、
区
内
の

商
店
街
に
元
気
が
な
け
れ
ば
、
区

全
体
も
明
る
く
元
気
の
あ
る
ま
ち

に
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
点
を
踏

ま
え
、
区
の
役
割
や
施
策
を
ど
う

考
え
る
か
。

答

商
業
活
動
に
必
要
な
情
報

の
収
集
や
提
供
を
は
じ
め
、
情
報

化
推
進
・
環
境
整
備
・
イ
ベ
ン
ト

事
業
へ
の
支
援
、
経
営
診
断
や
相

談
な
ど
、
商
店
や
商
店
街
の
主
体

的
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

区
長
提
出
議
案

●
平
成
14
年
度
中
野
区
一
般
会
計

予
算

●
平
成
14
年
度
中
野
区
用
地
特
別

会
計
予
算

●
平
成
14
年
度
中
野
区
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
14
年
度
中
野
区
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
予
算

●
平
成
14
年
度
中
野
区
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

●
平
成
13
年
度
中
野
区
一
般
会
計

補
正
予
算

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
を
国

の
制
度
と
し
て
創
設
を
求
め

る
意
見
書

少
子
化
問
題
へ
の
対
策
を
進
め

る
う
え
で
、
子
ど
も
の
健
康
や
生

命
を
守
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
、

と
り
わ
け
病
気
を
一
刻
も
早
く
治

療
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
負
担
が
大
き
い
た
め

に
、
若
い
世
代
が
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
を
諦
め
る
こ
と
や
子

ど
も
の
治
療
を
妨
げ
る
こ
と
が
あ

●
平
成
13
年
度
中
野
区
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

●
平
成
13
年
度
中
野
区
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

●
平
成
13
年
度
中
野
区
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

●
中
野
区
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
財
政
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
中

野
区
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
中
野
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
中
野
区
職
員
の
特
殊

勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
中
野
区
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

●
中
野
区
プ
ー
ル
取
締
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
立
福
祉
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
立
小
学
校
及
び
中
学
校

の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償

に
関
す
る
条
例

●
中
野
区
議
会
議
長
等
の
報
酬
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
長
等
の
給
料
等
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
中
野
区
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案

●
意
見
書
（
6
件
・
次
項
に
掲
載
）

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
、
全
国

の
自
治
体
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
が
、
助
成
対
象
年
齢
な
ど
、

自
治
体
ご
と
に
大
き
な
格
差
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、国
の
制
度
と
し
て
、

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
の

医
療
費
を
無
料
と
す
る
こ
と
を
求

め
る
声
が
高
ま
っ
て
お
り
、国
の
制

度
創
設
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択

し
た
都
道
府
県
議
会
・
市
町
村
議
会

は
、1
、0
0
0
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま
え
、
昨

年
6
月
22
日
の
参
議
院
本
会
議
に

お
い
て
「
少
子
化
対
策
推
進
に
関

す
る
決
議
」
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
決
議
に
お
い

て
も
「
乳
幼
児
医
療
費
の
国
庫
助

成
等
、
出
産
・
育
児
に
か
か
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
」
に
つ
い
て
は
、

「
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
中
野
区
議
会
は
、
国
に

対
し
、
一
刻
も
早
く
、
乳
幼
児
医

療
費
の
助
成
を
す
る
制
度
を
、
国

と
し
て
創
設
さ
れ
る
よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

あ
て
〉

都
立
図
書
館
の
再
編
計
画
に

関
す
る
意
見
書

都
立
図
書
館
あ
り
方
検
討
会
の

報
告
に
基
づ
き
、
東
京
都
教
育
委

員
会
は
、
こ
の
た
び
都
立
図
書
館

の
機
構
改
革
と
各
図
書
館
の
機
能

に
つ
い
て
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@

第
1
回
定
例
会

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
意
見
書

可
決
し
た
意
見
書

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
意
見
書

正
す
る
条
例

●
中
野
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
男
女
平
等
基
本
条
例

●
中
野
区
児
童
福
祉
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例


